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も、やはり財源確保というものは先決ではない

かなというふうに思っておりますし、人口減の

スパイラルと言いますけども、考え方では人口

減の展開というものもあるのではないかなと。

やはり住んでる市民が満足度を高めていくとい

うのが、まさにそれじゃないかなというふうに

私は思います。 

 やはり今回のこの事業は、市長が言うとおり、

金額的にはいろいろなこれまでの事業を例に出

されておりましたけども、社会情勢や、そのと

きの景気というようなものもあるとは思います

けども、今回の同時進行は、なかなか私なりに

は無理がたたってくるのではないかなというふ

うに心配するところであります。ぜひやはり私

が申し上げました慎重に展開というものも今後

考えてみていただければ、この辺の事業につい

ても必要なものは整備していくと言いますけど

も、あと第４次の実施計画が私らに配られまし

た。言っても第４次は25年度で終わりですけど

も、その後、第５次総合計画、そして整備事業

というのがありますので、その辺のときにも何

ら市民へのサービス提供というものは遅くはな

いというふうに私は思いますけども、その辺は

どうでしょうか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一般質問でも何度かお答えしま

したので、ちょっと繰り返しになって恐縮です

けども、まず今回の都市再生整備計画について

は、例えば本町の街路事業にあわせた本町広場、

これは本町の街路事業が円滑に進むように、こ

の事業にあわせて本町広場をしないと実は進ま

ないような状況になっております。これが一つ。 

 それから、中心市街地のいろんなところから

たくさんの生活環境関連の要望が出ております。

これ一つ一つの事業は5,000万円、6,000万円ぐ

らいなんですが、そういったものが10数本実は

あるわけなんですね。しかし、これはそれだけ

というのはできないんですよ、セット事業です

ので。 

 例えば今、米沢市で同じように都市再生整備

計画を22年度に認定を受けて、ご承知だと思い

ますが、50億円弱でサッカー場ですね、それか

ら市民ギャラリーとか、さまざまなものをやっ

ております。あれをちょっと見せていただきま

すと、余り生活環境はないんですよね。どちら

かというとまちなかの都市機能を充実させると

いうような事業内容かなというふうに思ってま

すが、米沢市もやはり議会でもいろいろ議論が

あったと思うんですが、まず都市再生整備計画

を立てた後に中心市街地の活性化基本計画を立

ててるんですね。 

 これは私は、実は長井市の場合はそうじゃな

くて、先にそういったものをやらなきゃいけな

かったかなと、議会の皆様のご質問をいただい

て反省しておりますけども。そういった意味で

は、総合的にやっていかないと私はいけない時

期に来てるんじゃないかと。単発ですと効果が

出ませんし、そんなことから、ぜひ安部委員の

ほうからも、今後むしろあり方について、これ

から計画の内容はどんどん変えることができる

わけですから、ご指導いただければありがたい

というふうに思ってます。 

○佐々木謙二委員長 11番 安部 隆委員。 

○１１番 安部 隆委員 時間もございませんの

で、今、答弁いただきましたことに対しまして

は大変ありがとうございました。今後、このま

ちづくりについても、また機会あるごとに質問

を申し上げたいというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 町田義昭委員の総括質疑 

 

 

○佐々木謙二委員長 次に、順位２番、議席番号

９番、町田義昭委員。 
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○９番 町田義昭委員 私は、長井市の後世、そ

して次世代の皆さんに負担の少ない、またツケ

を残さないようなまちづくりを願いながら予算

総括質疑をさせていただきたいと思います。 

 １番目のマラソン関係についてでございます

けども、私はマラソンは苦手でございます。市

長は体型的にはどうかと思いますけども、恐ら

く得意なほうではないのかなとは思いますので、

給水をしながら質問をさせていただきますので、

市長も給水をぜひとっていただいて答弁をいた

だきたいと。また、市長にのみ答弁を求めてお

りますけども、場合によっては関係課長に振っ

ていただきたいなと、そんなふうに思います。 

 ちょっと本題に入ります前に、24年が始まり

まして、大雪で明けましたけれども、ちょっと

うれしいことがあったなというようなことがご

ざいましたので、この場をおかりして報告をし

たい、そして喜びたいなと思ったんですけども。

実はことし、道照寺平スキー場が久しぶりにと

いうか、２シーズンぶりというか、開場したわ

けで、オープンしたわけでありますけども、い

いスキー場になったなというように声をかけて

いただいた方がたくさんおりました。特に私も

近いもんですから、数回行ってみましたし、ま

たスキー大会のとき、右手の急なところのコー

スに非常に上手な人がおりてくるなと思ったも

んですから、たまたまそちらのほうに行って声

をかけさせていただきました。市民の方かなと

思ったんですけども、そうではなくて、地区外

の方がいらして、いろいろお話をさせていただ

きました。ほとんどのスキー場、山形県内を歩

いているんですけども、去年までの白山森スキ

ー場もよかったよと。しかしながら、「このス

キー場は本当によくなったね」という声をかけ

ていただいたのが本当にうれしかったなと。も

う少々の競技もできるよというところまで褒め

ていただきました。 

 それが一つと、あともう一つは、インターハ

イに出しておられる親御さんと私はおつき合い

があるもんですから、ぜひ道照寺平スキー場へ

行って感想を聞かせてくれませんかというよう

なことを申し上げておったわけで、その方に行

っていただきました。あれぐらいのスキー場が

できるとは思っていなかったと、もう十分競技

できるスキー場になったなというようなことで、

本当にこの冬は大雪であったんですけども、う

れしいこともあったなというようなことで、今

ちょっと述べさせていただいたところでござい

ます。ただ、１点、その人の言葉にひっかかる

ものがありました。「明かりがついているとな

およろしいんですけどね」ということでござい

ました。 

 本題に入りますけども、長井マラソンをシテ

ィーマラソンに格上げができないかというよう

なことを申し上げたいというのが私の願いでご

ざいます。ことしの長井マラソン並びに白つつ

じマラソン、もう本当に私もびっくりしておる

んですけども、歴史があるなと。長井マラソン

は、ことしで26回目、白つつじマラソンは34回

目ですか。本当に継続は力なりというんでしょ

うけども、このすばらしい長井市の財産をこれ

からも継承しながら、そしてよりよいものにつ

くり上げていくということも長井市民の役割で

はないのかなと、そんなふうに感じているとこ

ろでございます。 

 特に長井マラソンにつきましては、私も年１

回、近くでございますので、マラソン大会が始

まりますと、ことしも長井マラソンが始まった

なということで、たくさんの人が走っていただ

いている姿を見たときに感動を覚えるんであり

ますけども、それと同時に、このマラソンを形

づくっていただいている皆さんがたくさんいる

んだなということも常に考えて、見させていた

だいております。特に安全協会の皆さんなどは

毎年出ていただいて、そして携わっていただい

ていると。感謝と敬意を申し上げたいなと、そ
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んなふうに思っておりますけども。 

 そういう状況の中で今、ラン文化ということ

が言われているそうでございます。ランニング

文化という言葉なのかなと思ってるんですけど

も、マラソンの文化に火をつけたのが何といっ

ても東京マラソンの実施ではないのかなと、そ

ういうふうに思います。東京マラソンは、もは

やビジネスマラソンと、そんなふうに言われて

おりますけども、このラン文化に対して、余り

いい言葉ではないような気がするんですね、ラ

ン文化というのは。やっぱりマラソン文化と言

ったほうが聞こえがいいのかなと、そう思いま

したので、このマラソン文化というものに対し

て私は、やはり長井市もせっかくフルマラソン

があるわけでございますので、山形県で行われ

ているただ一つのフルマラソンを生かそうじゃ

ないかというような気持ちでおりますけども、

この点について市長はどのように考えておられ

るのか、お聞きをいたします。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 ちょっとまず最初に、スキー場のほうを少し

お礼を申し上げたいというふうに思います。ス

キー場につきましては、これは地元、何といい

ましても平野地区の皆様、地権者の皆様からご

協力をいただいて、ああいうふうな整備を若干

できたわけでございますが、まだまだ途中経過

だというふうに思っておりますが、残念なのは、

ああいったスキー場を進める際に補助事業がな

いと。全く単独でありますので、ナイター設備

なども、時間をある程度いただきながら、きち

んとやっていきたいと思いますが、大変お褒め

をいただいてうれしく思います。いつもおしか

りばかり受けておりますので、大変ありがたい

と思いますし、今後、ぜひ関係の皆様のご協力

をいただいて、さらに充実をさせていかなきゃ

いけないと思っております。 

 ご質問のラン文化、マラソン文化ということ

でございますが、委員おっしゃいますように、

東京シティーマラソンをはじめ、その前に日本

では青梅マラソンが大きかったわけですけども、

それから外国でもさまざまなシティーマラソン

があるわけですけども、山形県内でも、聞くと

ころによりますと酒田市のシティーハーフマラ

ソンの開催準備がことし進められていると。ま

た、山形市でも山形シティーマラソンを来年の

秋に開催するように準備されているということ

で、どちらも目標が2,000名から3,000名ぐらい

であります。長井市の長井マラソンは一番歴史

あるわけで、唯一のフルマラソン、あるいは白

つつじマラソンも非常に回数を重ねているわけ

なんですが、それぞれ例えば長井マラソンは鉄

人会の皆さんが中心となって、現蒲生議長が一

生懸命手づくりでされたものに対して、市で少

しお手伝いをさせていただいていると。あるい

は白つつじマラソンは、市内の走ろう会という

団体が市のほうに依頼がありまして、教育委員

会が中心となってやってると。それぞれ距離と

か内容が違うんですけども、そういう状況でご

ざいまして、おっしゃいますように、これから

駅伝のまちとかマラソンのまちとしてやるには、

もう少し工夫が必要なのかなと考えてるところ

でございます。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 担当課のほうからちょっ

と資料をいただいたんでございますけども、白

つつじマラソン、５年間のデータなんですけど、

やはり毎年参加者がふえてるんですよね。そし

て、800名から900名ほどになっておる。その６

割が市民の方々が主でございます。一方の長井

マラソンのほうは、これはやはり微増ですけど

も、着実にふえておりまして、こちらも昨年度

は900人までいっておるようでございます。し

かしながら、大きく違うところは、８割が地区

外もしくは県外の方が参加されておられると。

ということは、差別化されているわけですね。
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やはりフルマラソンであるというふうなことで、

本当にマラソン好きというか、42.195キロを走

らないとマラソンをした気がしないよという人

たちが全国から集まってきていただいていると

いう状況であるなと、そんなように思っており

ます。 

 この地域外から来ていただいている方々とい

うのは、私はほとんどがリピーターでないのか

なと、そういうふうに思っています。新しい人

もいると思いますけども、２回、３回あるいは

10回と、そういうふうに重ねて来ていただいて

おるというようなことで、非常に長井市にとっ

て大切な存在でないのかなと。よく解釈すれば

歩く広告塔だと、口コミをしていただいている

というふうなことで、これを大事にしたいなと、

そんなふうに思っておりますけども、この点に

ついて市長はどんな考えをお持ちでしょうか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員がおっしゃいますよう

に、特に長井マラソンについては市外のお客さ

んが大部分でありまして、よく聞くのは、長井

マラソンに出たことがあるぞという周りの人、

あるいは国交省の皆さんとか県職員の皆さんと

かからも、そういう話をお伺いして、非常にこ

ういったものというのは、委員おっしゃるよう

にＰＲになるんだなということは身をもって感

じているところです。聞くところによりますと、

先ほど安部委員の質問の中で米沢市の人工芝の

サッカー場の話を少ししましたけども、あれは

２面つくるんだそうです。そうしますと、東北

では２カ所しかないんです、２面人工芝のやつ

が。そうすると、相当大きい大会も呼ぶんだと。

その経済波及効果などもねらっていらっしゃる

ようなんですが、マラソンも相当、大抵お泊ま

りになるわけですから、地域経済にとってはい

い影響があるというふうに思っております。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 私も全くそのとおりでな

いかなと思っておりまして、やはり特に市長は

観光というものの産業化を考えていると思いま

すので、観光については私は別に素材は何でも

いいと思うんですね。やはりスポーツ観光とい

うのもあるはずでございますので、山形県にと

っては、その一番いい例が天童ではないかなと、

モンテディオとパイオニアレッドウィングスが

あるわけでございまして、その経済効果という

のは物すごく大なのかなと。あるいは上山の蔵

王のアスリートたちが来ていただいているトレ

ーニングセンターですか、本当にちょっと見え

ないんですけども、相当経済効果が出ているん

じゃないかなと、そういうふうに思います。 

 ぜひ私はこのフルマラソンを長井市を挙げて

していってほしいし、いくべきじゃないのかな

と、そういうふうに思っております。特に５年

間のデータなんかも見させていただいて、ほと

んどが関係者によって資金をお集めになってい

ると。長井市は確かに負担金ということでお手

伝いはしているわけでありますけども、そんな

に多い額ではないなと、そういうふうに思いま

す。やはり気持ちと財政負担というのは一緒に

なっていかないと、なかなか一つのものが形づ

くられないのかなと、私はそんなふうに思って

おりまして、この長井マラソンを長井市挙げて

のマラソン大会にしていく方向づけをぜひ市長

にご理解をいただきたいなと、そういうふうに

思ったところで、この点について、いかがでし

ょうか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 委員おっしゃいますように、長

井市のほうでは、白つつじマラソンで全体事業

費が百五、六十万円ぐらいの中で、市の負担が

40万円ぐらい、一方で長井マラソンについては

350万円から400万円ぐらいの予算の中で、市か

らはシーリングなんかをかけまして10数万のと

きもありましたし、若干少し戻そうということ

なんですが、あと実行委員の皆さんが寄附を募
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っていただいたり、あと参加者の会費で賄って

るという状況でございます。 

 これはどういうふうに今後変えていかなきゃ

いけないということは、それぞれ市民の皆様、

主催の実行委員会の皆様と検討しなきゃいけな

いというふうに思ってますが、一つの考え方と

して、長井マラソンは昨年25周年でありました

けれども、今、工事しております学習プラザの

運動公園が26年度に完成の予定でございますの

で、それにあわせて例えば長井マラソンあるい

は白つつじマラソンを一緒に行うような形で長

井シティーマラソンみたいな格好でやることも

可能ではないかと。ただし、これは実行委員の

皆様、市民の皆さんはもちろんですけども、長

井市の西置賜の陸協とか体育協会、また警察の

ほうも大変なんだそうです。そんなこともあっ

て、いろんな関係する団体あるいは安協もそう

ですけども、打ち合わせをしながら、できれば、

すぐにはできませんが、２年後、３年後あたり

に、委員おっしゃるようなシティーマラソンみ

たいな形にできればありがたいですし、そうい

った必要な予算については、ぜひ議会のほうか

らもご理解いただいて、考えなければならない

んじゃないかなと思ってるところです。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 私も、今３年後に向けた

白つつじマラソンのありようという、この３年

後というのは、陸上競技場が完成したときのこ

とを想定して。でも、白つつじマラソンは白つ

つじマラソンのやっぱり目的があって今行われ

てるわけで、長井マラソンは長井マラソンの趣

旨に沿ってやっておられるということで、どう

いう形になるのかわかりませんけれども、今か

ら下準備をしていって、陸上競技場が完成した

ときに一斉にスタートが切れると、そういう状

況を今からつくっておく必要があるのでないか

なと、そう思ったもんですから、こんな話をし

たわけでございます。この白つつじマラソンは、

やはり道路を周回するとか、本当は黒獅子マラ

ソンコースを走れば一番よろしいんだと思いま

すけども、交通規制とか、さまざまなもので制

限があるんじゃないのかなと私も思いますし、

それはいろんな方法を模索できるとは思います。 

 しかしながら、何といっても財政的な裏づけ

がないと盛り上がらないということも私は事実

だと思います。特に長井マラソンの場合は、外

からもお客様を呼ぶことができますし、またマ

ラソンを観戦する人の立場に立った施策という

ものも大事なのではないかなと、そういうふう

に思います。すべてシティーマラソンのような

大きなマラソンをやって動員数をふやしておら

れるところは、簡単に言うと金をかけてると。

というのは、ゲストランナーなんか有名な人を

呼んで。簡単なんですよね、考えようによって

は。金さえかければ人は集まってくると。しか

しながら、長井市のやっぱりやり方、良さがあ

ろうと思いますので、私は、少なくともゲスト

ランナーを毎年確保できるような姿に持ってい

けないもんだろうかと、そんなように今考えて

おるわけで、今までさまざまな、白つつじマラ

ソンのほうは、私の記憶だと、高石ともやさん

などが中心になって何年も来られたような記憶

がありますし、長井マラソンは昨年度は松野明

美選手が来られたようでありますけども、そう

いうものを毎年継続的にゲストランナーを呼ん

でいけるというような体制づくりをしていただ

けないものかなと、そんなように考えておるわ

けでございますけども、この点について市長の

考えをお聞きします。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 予算の件でございますけれども、

例えばどのぐらいの規模の大会にするかという

ことはあるわけなんですが、大体白つつじも、

あるいは長井マラソンについても1,000人弱な

わけですね。それを仮に例えば長井マラソンは

学習プラザをスタートします。ここを鶴岡とか
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山形市並みの3,000人にするということになり

ますと、問題として出てくるのは、駐車場がま

ず大変だということと、人数が多くなりますと、

相当沿線での整備に手間がかかる。あと、いろ

いろエントリーしたり何とかかんとかですね。

今、生涯スポーツ課の体制ではなかなか厳しい

のかなと。かといって体協、陸協あるいは実行

委員会の皆様からもいろいろいただいても、ち

ょっと混乱はするだろうなと。しかし、それを

乗り越えなきゃいけないだろうと。ですから、

学習プラザの運動公園を整備しても、残念なが

ら3,000人呼ぶぐらいの駐車場って足りないの

かなと。それが一つ大きな課題です。 

 あと、例えばこの辺で、東北でも一番大きい

ぐらいの東根のさくらんぼマラソンですね。こ

れ１万人を超えてるわけですけども、会場が陸

上自衛隊の第６師団のところを大体借りてると

いうふうに聞いてます。まちなかというと相当

危険なもんですから、長井警察署さんなんかも、

県の高校駅伝、東北高校駅伝なんかも、もちろ

ん高体連、地元の陸協はもちろんですけども、

警察なんかも総動員して出す、非番招集をかけ

てやってるということですので、やっぱりちょ

っと一概には言えないんですが、そういう体制

をもう少し構築しないと言えない部分もあるの

かなと。ただし、やはり有名選手を呼びますと

参加する人も励みになりますし、それが例えば

高橋尚子みたいに、去年、おととしあたりに呼

びましたですね。そうすると、それだけで300

万円とか400万円とかというのはちょっと難し

いかもしれませんが、やっぱり長井市でも話題

づくりのために毎年そういったこともできるよ

うに、充実させるように検討したいなというふ

うに思います。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 やはりマラソンというの

は、走って参加する人たちが楽しいということ

ではないと思うんですよね。それを見学する。

そして、見学をしながら、そこに参加すると。

そして、喜びを感じると。そうした人たちのほ

うがもしかすると重要なのかもしれないという

ようなことを私は感じているわけで、別に東根

のマラソンとか、そんなことはさらさらないん

で、私は1,000人なら1,000人の規模でいいと思

います。しかしながら、今の状態ですと「参加

する人のためのマラソン大会」だという色合い

というんですか、これが極めて強いわけで、や

はり「見たいなというマラソン大会」にぜひし

ていただきたいというようなことで、私はゲス

トランナーというのは極めて重要だと。そして、

そのゲストランナーも大概マラソンに携わった

人とか、そういう人だけではないのではないか

なと私は思っているんで、やはり人を呼ぶとい

うことについては、特に芸能人の方々、歌手の

方々とか、マラソン大好きな人がおられるとい

うことも気づいてほしいなと、そんなように感

じてます。 

 特にマラソンに関しては、長谷川京子さんと

か、ちょっと古いんですけども、丘みつ子さん

とか、たくさんおられるわけですね。男性では、

猫ひろしさんとか、東国原元宮崎県知事。ここ

はちょっと高いのかもしれませんけども、あと

間寛平さんとか、さまざまな人がおられるわけ

で、そんなアイデアも、実現するかしないかは

別にしても、そんなアイデアが出せるシティー

マラソンというものを形として議論していただ

いたらいいのでないかなと私は思っているんで、

ただ、その点については、やはり少なくとも長

井市で全体の予算規模の１割ぐらい、10％ぐら

いは手助けしてやらないとできないのではない

かなと。今の20万円ではこれはどうにもならな

いわけで、また協賛金なども皆さんが募って求

められておるようでありますけども、この協賛

金のほうも、いつまで続くのかというようなこ

とで、かなり心配なされておるというような話

もお聞きしますので、ぜひ行政としてもこれを
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継続して、さらにシティーマラソンに位置づけ

をしていくという考えであるならば、財政的な

裏づけもきちっとしていただきたいなと。そし

て、まだまだ楽しいゲストランナーを呼ぼうじ

ゃないかというような考えを私は持ってるんで

すけども、その点について市長はいかがでしょ

うか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 せっかくやる場合は楽しく、注

目を浴びるようにしたいものだというふうに思

いますが、やっぱり今までの状況では、財政が

厳しいと。そういったところは少しでも支援し

ようということで、本当に少ない金額の中で実

行委員会の皆さん中心に市民の皆様が頑張って

いただいたということには改めて敬意を表した

いと思いますし、これからは基本的には何か記

念大会のときに、そういったことを考えようと

思っておりましたけれども、なおその実行委員

会とか、さまざまな関係者の皆様と協議をしな

がら、どういうあり方がいいのか、やはり意見

をいただいて考えていかなきゃいけないと。し

かし、やっぱりどうせやるんだったら楽しく、

注目を浴びるようにしたいものだなというふう

に思っておるところでございます。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 ぜひそうした環境づくり

をしていただきたいなと思います。 

 蛇足になるんですけども、私は、毎年100万

円ずつ市の方からこれにかけたって、１億円に

なるには100年かかるわけですね。そういうや

はり１年にしてみると、例えば100万というの

は、もしかすると高いなという感じがするかも

しれませんけども、100年たっても１億円しか

かからないというような考え方もあるなと、そ

んなふうに、さまざま考えております。今、億

の単位の仕事がどんどん、さまざま考えられて

おるわけで、ぜひこのマラソンも100年で１億

円をかけるような考え方で臨んでいただきたい

なと、そんなふうに思います。この点について

ちょっと市長、いかがですか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おっしゃるとおり、たった100

万円かもしれませんけれども、やはり経済効果

もいろいろあります。ただ、公共事業というの

は１日、２日でしか使わないわけでないです、

何十年と使う。なおかつ、それを一つのやはり

長井市として必要なものということでやるわけ

でありますので、そっちも大切だと、こっちも

大切だということだと思いますし、あと100万

円では、例えば白つつじで40万円しか支援して

おりませんけれども、60万ふえただけではだめ

ですよね。ですから、やっぱり200万円、300万

円、それを一緒にすれば、長井マラソンは、去

年は別として170万円ぐらい、これは補助事業

を絡ませたわけですね。これ市単独の事業であ

りますので、何か効果を考えてやはりやってい

かなきゃいけないんじゃないかなと。今まで15

万円とか20万円だったのが、いきなり300万円

とか、ここはなかなか難しいので、その辺も踏

まえて。ただし、町田委員おっしゃることもよ

くわかりますので、こういったソフト事業にも

十分にお金をかけていかなきゃいけないという

ふうに思ってます。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 先日の山新の「談話室」

の中で、先ほど市長も言われたとおり、酒田市

も山形市もシティーマラソンをすると。そして、

酒田市は２つのマラソンを一緒にしてやるんで

すよというようなことで、ここでちょっと気に

なる言葉があったんですね。酒田市や山形市が

シティーマラソンをして、ハーフマラソンをす

ると。どうせやるなら42.195キロのフルマラソ

ンがぜひ欲しいと言ってるんですね。長井市が

やってるじゃないですかと、私はそういうふう

に言いたかったんですね。全く認知度が、本当

に残念ながら知りませんでしたということだと
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私は思うんです。長井市がやってるんですから、

私はこれは絶対に盛り上げなくちゃならないと、

そんなふうに思いました。このフルマラソン、

42.195キロをぜひ盛り上げていただきたいなと、

そんなふうに思います。１番については、この

辺で終わりたいと思います。 

 続いて、本年度、24年度の施政方針について

というようなことで、総論的なことをお聞きを

したいなと、そんなように思っておるんですけ

ども、22年度の施政方針のスローガンが「幸せ

の実感できるまちづくり」というようなことで、

そして23年、24年は、「幸せに暮らせるまちづ

くり」というようなことで、この「幸せ」とい

うものを前面に出された施政方針、そして方向

づけをされているわけで、私も、総括質疑ある

いは一般質問の中でちょっと言葉を挟んだよう

な気もしますけども、この幸せというものにつ

いての物差し、あるいはレシピというものは、

本当に長井市民２万9,500人おるならば、同等

の幸せ感がありますし、みんな違いますよとい

うふうなことだと認識をしております。この

「幸せ」というものについて、今さらなんであ

りますけども、市長はどのような言葉で、長井

市民がこうなったら幸せに暮らせるんですよと

か、こうなったら幸せの実感を感じることがで

きるというものを言葉で表現するとしたら、ど

のように申されるのか、その点についてお聞き

をしたいなと思います。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃいますように、

幸せの価値観というのは、２万9,500人いれば

２万9,500人それぞれなんだというふうに思っ

てますが、平成22年度の施政方針の中でも詳し

く述べさせていただきましたけれども、関西大

学の草郷先生の書籍もそうですし、講演も私、

聞いたことがあるんですが、その中でやっぱり

一つ、これが原則だろうと思うのは、働きたい

と思う人が働く場があること。少なくとも失業

者が幸せ感を持つということはないのだと。し

かし、物だけではないですよということなんで

すね。ですから、原則はやはり衣食住が満たさ

れて、そしてあとは健康ですよね。心身の健康

が保たれて、安心・安全に暮らせるというのが

まず大原則なのではないのかなというふうに思

ってるところです。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 去年の３・11の大震災を

受けて丸１年になるわけでありますけども、

365日、毎日あの映像が目に入ったと。私も生

かさせていただいて60数年になりますけども、

こんな１年はなかったなと。これからもずっと

あの映像は毎日のように、まだまだ見させてい

ただくことになるんだなというようなことで、

私も大分人生観、そして幸せの価値観というん

ですか、そういうものも変わってきたと。それ

は事実だと自分では思っておりますし、長井市

民の方々も果たして今までの、１年前の幸せと

いうものと１年後の幸せ感というものに差が生

じてきてるんじゃないかなと。それはどういう

形だかわかりませんけども、今まで求めておっ

た幸せが１年後、それは必ずしもそこの部分で

ないよというように変わってきてる部分がある

のではないかなというふうに考えておりますけ

ども、市長はそういう実感はありませんか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃいますように、

大分日本人の価値観が大震災を契機として変わ

ったということは、いろんな方がおっしゃって

るわけですけども、私も、どちらかというと、

戦後の日本人は自由主義というよりも個人主義

ですよね、自分がよければいいやというところ

の部分が強かったと。しかし、それが今回の震

災で改めて自分で自分のことはやらなきゃいけ

ないんだけども、自分１人でできないこともた

くさんあるんだなと。やっぱりお互い助け合う

とか、思いやり、そして何といっても家族の愛、
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きずなといいますか、そういったことに改めて

人生の中で重要なことなんだなということを気

づかされたんではないかなと、未熟ながらも思

っているところです。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 確かに私も市民の皆さん

と話をする機会があるんですけども、何か１年

前と変わったな、違うなと、そんなように今感

じているところでございます。そういう幸せ感

の変化を的確に市長はとらえていただいて行政

運営をしていただければ幸いなのかなと、そん

なように思います。 

 24年度の施政方針で非常に特徴あるものにつ

いては、億単位の大型事業の展開が非常に多く

なったなということは実感として感じておりま

す。別に24年度に急に始まったわけではござい

ませんけども、ここ２年ぐらいの間から、ちょ

うど駅周辺の公園づくりのあたりから、そうし

た事業がふえてきたし、また28年度までずっと

私的には矢継ぎ早に計画が出されておると。市

民にとっては非常にうれしいことだと思います。

というのは、今まで市長も申されたように、行

財政改革で非常に制約をされてきたという中で、

ようやく事業が展開され、それが市民にも見え

てきているということで、ようやく私たちの市

民サービスもしていただけるようになったんだ

なということを実感として感じておられるんで

ないかなと、そういうふうに思っております。 

 ただ、どんどん大型事業の展開が計画されて

きますと、一つ一つの事業を、１年に１回の事

業ならば、きちっとした隅から隅までの事業内

容を詰めて行動するということができるはずで

ございますけども、矢継ぎ早だという場合は、

ややもするとおろそかになる部分が出てくる危

険性はないのかなと。してもらっては困るんで

すけども、ないのかなというふうなところを私

としては感じていますので、その点について市

長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 確かに委員おっしゃるように、

今回の事業は総合事業でして、何度も繰り返し

になりますが、人が交流することによって経済

効果をもたらそうというものが２点。それから

街路事業を円滑に進めるために、この事業をし

ないと実は街路事業でネックになってるところ

が解決しないということが１点。それから生活

環境整備、冬期間であったり、あるいは豪雨時

に河川のいろんなことがあると。そういった部

分がやっぱり７点から８点ぐらいございます。

そういった総合事業でして、一つ一つというの

はおっしゃるのはよくわかるんですが、これは

生活環境だけではだめなわけですね、この事業

そのものは。別の事業でできないわけでもない

んですが、それは一般質問でもお答えさせてい

ただいたように、都市計画区域内と、あとそれ

以外の場所では、事業をうまく使い分けしなが

ら、この10数年できなかった特に生活環境だと

思います。 

 やっぱり安心・安全に暮らしていく上で欠か

せない公共事業ができなかったわけですから、

そういったことを計画的にやっていこうと。今

回は中心市街地のところを街路事業も成功する

ようにということで考えておりまして、そうい

った意味では、委員おっしゃることもよくわか

りますし、それが原則だと思いますが、なお、

一番の私の思いというのは、やっぱり幸せには

まず雇用が一番だろうと。あるいは自分で自分

たちの子供が戻ってきたいんだけども、戻って

くれる状況じゃない。例えば事業をやってもい

いと、そういうようなまちにもう一回チャレン

ジするべきじゃないかということでありまして、

ほかに何かいい案があれば、それはそれで、そ

っちのほうでも別に私は構わないわけでして。

ただ、総合的に考えて、今、じゃあそれにかわ

るものがあるだろうかと考えたときに、こうい

った総合事業に取り組まざるを得ないのかなと
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思ってるところでございます。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 確かに市長の言う人々が

求めている総合事業というものは、一つの物語

なわけですね。だから、その物語の中の例えば

10個の小さなものが一つになって、初めて目的

が達成できるということだと思います。そうい

うことで、一つでも達成できないと全体が達成

できないんですよということになるのではない

かなと。そういうふうに一般質問あたりの答弁

を聞いて感じているんですけども、やっぱり市

民の皆さんに私は理解をしていただかなければ

ならないという、リーダーとしての使命がある

わけだと認識しております。一つ一つやっぱり

説明をしてもらわないと、わからないのが市民

の皆さんなのではないかなと。幾ら市長がわか

っておっても、やっぱり伝わらない部分がある

と、せっかくの事業が新しい評価をいただけな

いとか、そういうふうになってくれば寂しいの

かなと私は思っておるもんですから、事業があ

ればあるほど市民に対するご理解をしていただ

く努力をしていただかなければならないのかな

と、そんなふうに思っておるわけで、この点に

ついて市長、いかがですか。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員おっしゃるとおりだと

思います。やはり市民の皆様、今よく内容がわ

かりませんし、事業そのものの部分も、正直な

ところ一般質問でおわびいたしましたが、ほか

の市町村がやってるやり方で、じゃあ、長井も

いいかというと、そうじゃなかったと。改めて

自分としては23年度中に少なくとも中心市街地

をどうするかという協議会的なものを立ち上げ

て、その中で都市再生整備計画とか観光振興計

画とか、あるいは生活環境の整備とか、そうい

ったところなど、宅地の分譲もそうですけども、

そういったことを意見をいただかなければいけ

なかったんですが、そこの部分が遅れてしまっ

たと、普通の事業のあり方になってしまったと

いうことについては非常に反省してます。 

 今後でございますけれども、しっかりと24年

度に入りましてから、幸いにも総合計画を策定

するということで、各地区の座談会にも入らせ

ていただきますし、いろんな機会をとらえてや

っぱり説明をしなきゃいけませんし、いろいろ

ご指導いただかなきゃいけないと、議会からも、

あと市民からも意見をいただきたいと思ってま

す。 

 なお、事業そのものは内容は一応上げており

ますが、セットとしては大体、例えば総合事業

ですから、都市を再生させるための経済の活性

化とか、にぎわいづくりとか、そういう機能を

どういうふうに持たせるかと、あと生活環境が

あるわけですね。今回上げてる中身がすべてな

いとだめだというふうに私も考えておりません。

違うやり方でもいいんですね。ですから、あく

までも総合的なメニューであれば、国のほうで

はよしとするわけで、その内容の詳細について

は事業の性格上、これから詰める。当然米沢市

さんのように議会からいろいろな提言があって、

あるいはご指導があって変わるということがあ

り得るわけでありますので、そこは臨機応変に

考えておりますので、ご指導いただきたいと思

います。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 市長から非常に弾力性の

ある答えをいただきまして、うれしく思ってる

んですけども、やはり一般質問の中でずっと答

弁を聞かせていただいておる中で、一つのスト

ーリーを完成しないと最終的な目標は達成でき

ないよと。目的を達成できないということは、

結果が出せないというような意味合いの言葉が

強く伝わってきていましたもんですから、あえ

て今、質問させていただいたわけでありますけ

ども、やはり同じ市民の方々であっても、この

一部のことについては別な民意があるんではな
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いかとか、あるいはここの部分についてはなく

てもいいんじゃないかとか、いろんな考えを持

っておられる市民の方というのはもちろんいら

っしゃると思いますので、それこそそういう考

え方を総合的に判断して、ぜひセットしていた

だきたいなと、そのように思っております。 

 それと、これからの計画を聞かせていただい

たり、見させていただいたりする中で、少し私

としては気になってるところがありますけども、

これから事業の展開の中で、大きな事業に必ず

ついてくるものがあるんですよね。それは一つ

の公共事業ができることによって、その周りが

必ず公園になるわけですね。私は、公園という

のはずっと数えてみますと、28年までに、ざっ

と10個ぐらいできるんじゃないかなと、そのよ

うに今思っております。公園というのは、市民

にとって本当にいやしの場にもなるんでしょう

し、ぜいたくなものなんですね、考えてみれば。

必要なものでありながら、ぜいたくな部分であ

るわけですね。公園に行く暇がある人がたくさ

んいるということになるわけで、ただ、公園そ

のものを新しい公園をつくった場合に、今まで

の公園まで手が回らないような状況づくりだけ

はしてほしくないなと、そういうふうに思って

おります。それは、それぞれの公園が目的があ

るわけでございますので、そんなことはないは

ずですけども、しかし、常に財政的なこともあ

ると思いますし、どうしても公園の管理という

ものは市民のボランティアに頼らざるを得ない

とか、そういう方向とか、どうしても経費とい

うものについては抑えられる形で今までも来ま

したし、その点について、公園づくりに関して

市長のお考えを持っておられると思いますので、

今までの公園をベースにして新しい公園ができ

た場合に、どんな形になっていくのかと、その

点についてお聞かせください。 

○佐々木謙二委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田委員がおっしゃるように、

長井市内で公園と名のつくものがたくさんある

わけです。これから、あるいは今、工事中のも

のもたくさんあります。例えば学習プラザの運

動公園と言ってますが、あれはスポーツ施設だ

と思ってます。公園ではないと。これは国交省

の防災機能つきの都市公園という整備事業の名

目でスポーツ施設を整備してるものでありまし

て、確かにオープンエリアがありまして、多目

的広場については、さまざまなスポーツができ

るスペースがあります。あと多目的スポーツ広

場というのは、サッカーもできますし、ソフト

ボールとか、いろいろできます。ただし、陸上

競技場については、全天候型の３種の陸上競技

場ですし、備蓄のできる倉庫ということで、そ

こをスタジアムにしてるわけですね。ですから、

そういったことをしておりますが、これは公園

という補助事業のメニューでありまして、した

がいまして、例えば今、伊佐沢のコミュニティ

センターも、これは農林の補助事業でさせてい

ただいたわけですね。しかし、農林施設ではな

いわけですよ。ですから、そこのところはちょ

っと違うということをご理解いただきたいと思

います。 

 それから、河川公園についても、もう既にこ

れ各地区でも例えば致芳地区あるいは清水町の

ところも県のパークゴルフ場にしたり、あと豊

田地区も、いろんな地区の公園として使ってま

すけども、これはそれぞれの目的で地元の方々

あるいは管理団体が運営してます。市でやって

るのは、長井橋のところの世界の花園という事

業でやったんですが、これについては全くの公

園だと私は思います。一方で、今回つくろうと

してる都市再生整備計画の川と道の駅と、そこ

の公園というのは、ちょっと性格が違うもので、

ただ、河川スペースの部分については市のほう

でやはり管理運営しなきゃいけない部分もござ

いますけれども、基本的には川の駅の部分につ

いては独立採算ですし、あと舟運の史跡も含め
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て、さまざまなレジャー機能を有するものだと

思ってます。 

 また、今の案でいいますと、花公園の駅前の

ところは、まずあそこの親水公園については親

水公園としておりますが、これはこの間の質問

でも申し上げましたように、豪雨対策、それと

中道の皆さんの環境対策が半分以上、その目的

があったと思っています。それにあわせて長井

駅にいらした市民もそうですけど、外からいら

した方がある程度、水と緑と花を感じられるよ

うにということのスペースでございます。花公

園については、これは収益を上げる、あるいは

人を集める装置として考えていますので、市民

にも使っていただきますが、またちょっと違う

機能だと思ってます。 

 なお、あやめ公園については、もともと市民

公園だったものを観光公園化として一部その期

間だけ使ってる、つつじ公園は満開のときは無

料なわけですけども、観光客も来ていただいて

ますが、通常は市民の憩いの場という考え方で

ありますので、一つ一つ考えていきますとちょ

っと性格が違いますので、何も市が全部今回の

事業もやることによって管理運営費が大幅にふ

えると、もちろんこれは市で持つものもありま

すけれども、ふえるものではないというふうに

思ってますし、そうなってはならないだろうと

考えてるところです。 

○佐々木謙二委員長 ９番、町田義昭委員。 

○９番 町田義昭委員 これから多くの事業が展

開されると思いますけども、やはり市長の強い

リーダーシップがあればあるほど、事業量が多

くなればなるほど市民の理解を得てほしいな、

また市民の理解を得なければいけないというこ

とになると思いますので、やはり市民との乖離

というものは絶対避けていかなければいけない

と、私はそのように感じているわけで、私も市

民の皆さんからの一部代表させていただいてい

る立場としましてさまざまな市民の声が聞こえ

るようになりましたので、やっぱりこれからも

さらに市民の皆さんに耳を傾けていただいて、

新幹線に乗った気分じゃなく、やはり各駅停車

になっていただいてこれから歩んでほしいなと、

そんなように思いますし、あといま一つ、やは

り市長は常に壇上で市民の方々を見つめる立場

にあるわけでございまして、壇上から見る目と

やはり客席から見る目も当然違うなというふう

に思いますので、時たま客席におりていただい

て市民を見つめて、今もそうしておられるはず

でございますけども、さらに心がけていただき

たいなと、そんなように思います。 

 いろいろ申し上げましたけども、私は長井市

が本当に市民の皆さんに理解をしていただける

まちになってほしいという願いの一点でござい

ます。その意味を込めさせていただいて質問を

させていただきました。これで終わりたいと思

います。 
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○佐々木謙二委員長 次に、順位３番、議席番号

７番、我妻 昇委員。 

○７番 我妻 昇委員 よろしくお願いいたしま

す。 

 私は、観客席の立場で考えながら質問をして

まいりたいというふうに思っております。まず、

一般質問から、この予算総括から、さまざまな

方が質問されていますので、何回も重複するよ

うな質問になるかもしれません。ご容赦いただ

きたいと思います。 

 まず、都市再生整備計画と観光振興について

ということなんですけれども、総額19億1,000

万円の事業、28年度まで、のうちの長井市が負

担する額が不透明ではないかということで、こ

の社会資本整備総合交付金事業を活用して都市




